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たわわに実ったリンゴ園より北アルプスを望む（常盤地区）

秋に染まるにつれ食卓を賑わすリンゴ。

リンゴ三兄弟 (秋映、シナノスイート、シナノゴールド )からサンふじへバトンタッチされ

ます。リンゴは「1日1個で医者いらず」と言われている果物です。

毎日食べて、「健康長寿日本一」を目指しましょう。
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今
年
の
農
業
委
員
研
修
視
察

は
、
８
月
21
日
〜
23
日
（
二
泊

三
日
）
の
日
程
で
実
施
さ
れ
、

青
森
県
弘
前
市
の
リ
ン
ゴ
農
家

「
も
り
や
ま
園
株
式
会
社
」
を

訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
リ
ン
ゴ
栽
培

発
祥
の
地
と
さ
れ
、
森
山
聡
彦

さ
ん
宅
は
明
治
中
期
よ
り
先
祖

代
々
８
・
７
ha
の
リ
ン
ゴ
畑
を

受
け
継
ぎ
経
営
し
て
き
た
と
の

こ
と
で
す
。
標
準
経
営
面
積
の

６
倍
も
の
面
積
を
家
族
で
経
営

し
て
き
た
の
で
す
が
、
近
年
は

担
い
手
不
足
の
問
題
が
生
じ
、

そ
の
解
決
策
を
農
家
目
線
で
研

究
し
て
き
た
結
果
、
法
人
組
織

経
営
に
す
る
こ
と
が
最
善
と
判

断
し
経
営
面
積
を
10 

ha
に
拡

大
、２
０
１
５
年
２
月
17
日
「
も

り
や
ま
園
株
式
会
社
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

経
営
目
標
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
し
て
儲
か
る
農
業
を
実
現

す
る
」
を
揚
げ
て
手
作
業
の
多

い
リ
ン
ゴ
栽
培
の
作
業
デ
ー
タ

等
を
分
析
す
る
た
め
園
内
を
14

区
画
に
分
け
、
リ
ン
ゴ
の
樹
一

本
一
本
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
記
し

た
「
ツ
リ
ー
タ
グ
」
を
吊
り
下

げ
、
樹
の
品
種
・
場
所
が
誰
で

も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
、
作
業

者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
ま
せ
て
作
業
と
作

業
時
間
を
記
録
す
る
独
自
方
式

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
を
実
施
し
て
栽
培
管

理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

を
解
析
し
た
結
果
、
年
間
作
業

時
間
の
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
剪

定
・
摘
果
作
業
が
占
め
て
お
り
、

こ
の
作
業
は
最
も
労
働
生
産
性

の
低
い
作
業
に
分
類
さ
れ
る
こ

と
が
解
っ
た
た
め
、
こ
の
す
べ

て
捨
て
る
無
駄
な
作
業
を
有
効

化
す
る
方
法
と
し
て
、
剪
定
で

出
た
枝
36
ｔ
を
粉
砕
し
て
キ
ノ

コ
の
培
地
と
し
て
再
利
用
し
、

キ
ノ
コ
業
者
と
は
競
合
し
な
い

「
き
く
ら
げ
」
の
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
摘

果
で
出
た
リ
ン
ゴ
は
シ
ー
ド
ル

と
し
て
製
品
化
し
て
販
売
、
現

在
シ
ー
ド
ル
工
場
を
建
設
中
で

９
月
末
に
は
完
成
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

次
に
課
題
で
あ
る
長
時
間

の
葉
む
し
り
作
業
で
は
、
葉
む

し
り
に
よ
る
着
色
リ
ン
ゴ
の
価

格
が
作
業
に
見
合
っ
た
価
格
に

な
ら
な
い
た
め
、
葉
む
し
り
を

や
め
て
そ
の
作
業
時
間
を
他
の

作
業
に
充
て
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
森
山
さ
ん
は
環

境
保
全
農
業
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
従
来
の
農
薬
だ
け
に
頼

ら
ず
、
天
敵
の
保
護
、
病
害
虫

の
住
み
に
く
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
減
農
薬
と
病
害
虫
の
防

除
と
を
両
立
し
青
森
県
特
別
栽

培
農
産
物
認
証
園
（
農
薬
５
割

減
、
化
学
肥
料
不
使
用
）
に
も

指
定
さ
れ
、
味
と
価
値
観
、
中

身
で
勝
負
す
る
リ
ン
ゴ
農
家
と

し
て
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外

進
出
も
視
野
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
は
、
キ
ノ
コ
栽
培
な

ど
複
合
経
営
と
干
し
リ
ン
ゴ
の

製
品
化
と
普
及
な
ど
６
次
産
業

化
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か

り
、
年
間
の
労
働
時
間
と
収
入

の
変
動
を
平
準
化
し
、
通
年
販

売
に
よ
っ
て
安
定
収
入
を
確
保

す
る
。
将
来
は
弘
前
市
の
面
積

の
16
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
リ

ン
ゴ
畑
を
成
長
産
業
に
変
え

て
、
弘
前
市
へ
の
移
住
者
を
促

進
し
て
い
き
た
い
と
熱
く
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
、
農
業
委
員
会
と
し
て

は
初
め
て
の
リ
ン
ゴ
農
家
の
視

察
で
し
た
が
、
森
山
さ
ん
の
手

法
を
稲
作
農
家
の
作
業
分
析
に

置
き
換
え
考
え
て
み
る
と
、
今

ま
で
と
全
く
発
想
の
違
う
稲
作

農
家
経
営
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮

か
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
ヒ

ン
ト
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

る
、
大
変
有
意
義
な
研
修
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

農業者年金は、次の要件を満たす方はどなたでも加入できます。
・60 歳未満の方・年間 60 日以上農業に従事・国民年金第１号被保険者
※詳しくは市農業委員会事務局にお気軽にお問い合わせください。

安心で豊かな老後のため、
農業者年金に加入しませんか !

老後の備えは
万全ですか？

農業者年金

農
業
委
員
会
研
修
視
察
報
告

農
業
委
員
　
荒
井 

正
規
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平
成
26
年
よ
り
遊
休
農
地
解

消
に
向
け
て
、
解
消
作
物
の
研

究
、
検
討
の
末
、
農
業
委
員
の

有
志
を
中
心
に
し
て
信
州
あ
ず

み
野
特
選
栗
大
町
市
生
産
組
合

（
組
合
長　

宮
田
哲
二
）
が
発

足
致
し
ま
し
た
。

発
足
か
ら
二
年
、
現
在
組
合

員
数
十
八
名
、
総
定
植
面
積
２
・

５
ha
、
総
定
植
数
４
５
０
本
が

組
合
員
の
手
で
栽
培
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
格
的
な
出
荷
は
二

〜
三
年
ほ
ど
先
に
な
り
ま
す
が

消
費
者
・
実
需
者
が
求
め
て
お

り
ま
す
高
付
加
価
値
栗
の
生
産

に
向
け
て
肥
培
管
理
や
技
術
的

工
夫
が
成
さ
れ
て
お
り
凍
害
に

よ
る
枯
れ
問
題
は
少
し
あ
り
ま

す
が
全
体
的
に
は
順
調
な
生
育

状
況
で
あ
り
ま
す
。

組
合
の
理
念
で
あ
り
ま
す
遊

休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

と
農
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
農

業
所
得
の
拡
大
を
基
に
、
信
州

あ
ず
み
野
特
選
栗
の
産
地
と
し

て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

６
次
産
業
化
も
視
野
に
い
れ
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、
栗

の
木
を
低
く
育
て
る
低
樹
高
栽

培
、
樹
高
３
・
５
ｍ
で
栽
培
技

術
は
確
立
し
て
お
り
、
管
理
作

業
も
低
い
と
こ
ろ
で
で
き
る
こ

と
か
ら
高
齢
者
、
女
性
に
も
作

業
可
能
な
労
働
生
産
性
の
高
い

作
物
で
あ
り
ま
す
。

高
級
栗
菓
子
の
材
料
と
し
て

50
ｔ
の
引
き
合
い
が
あ
り
、
出

荷
販
売
先
の
確
保
は
で
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
有
利
販
売
を
前

提
と
し
た
栗
栽
培
の
拡
大
が
可

能
で
あ
り
ま
す
、
現
在
、
安
曇

野
市
に
お
い
て
も
７
ha
の
植
栽

計
画
が
出
来
上
が
り
、
信
州
あ

ず
み
野
特
選
栗
あ
ず
み
生
産
グ

ル
ー
プ
が
発
足
し
て
お
り
ま

す
。今

後
は
、
栽
培
面
積
30 

ha
、

生
産
量
50
ｔ
を
目
標
に
し
て
、

あ
ず
み
生
産
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
て
生
産
、
販
売
出
荷
体
系
の

一
元
化
を
図
り
栗
の
一
大
産
地

を
現
実
に
す
る
事
で
、
安
定
し

た
農
業
所
得
の
拡
大
、
雇
用
促

進
、
遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地
の

解
消
に
む
け
て
、
有
効
な
対
策

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

栗
栽
培
に
興
味
や
希
望
の
あ

る
方
は
、
農
林
水
産
課
内
大
町

市
農
業
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
又

は
地
元
担
当
の
農
業
委
員
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。大

町
市
農
業
委
員
会
で
は
毎

年
８
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
２

か
月
間
、
管
内
の
す
べ
て
の
農

地
を
対
象
に
、
農
地
の
利
用
状

況
を
調
査
す
る
た
め
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農

地
法
第
30
条
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
も
の
で
、
地
域
の
農
地
利

用
の
確
認
を
し
、
遊
休
農
地
の

実
態
把
握
と
発
生
防
止
お
よ
び

解
消
、
違
法
転
用
、
無
断
転
用

の
発
生
防
止
と
早
期
発
見
等
を

主
な
目
的
と
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
は
全
国
の
農
地
の
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
稼
働
中

で
あ
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
正
確
な
情
報

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
７
月

末
に
調
査
員
で
あ
る
農
業
委
員

が
一
同
に
集
ま
り
計
画
を
立
案

し
、
各
農
業
委
員
の
担
当
調
査

地
区
を
定
め
、
一
筆
ご
と
に
昨

年
度
の
現
況
と
違
い
は
な
い
か

ど
う
か
、
こ
の
８
月
か
ら
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
は
農
地

の
航
空
写
真
と
農
地
情
報
を
併

せ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
て
お
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
の
利
用
の
結
果
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
閲
覧
者

が
農
地
利
用
の
集
積
と
集
約
の

促
進
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

大
町
市
は
南
部
を
中
心
と

し
た
平
地
に
優
良
農
地
を
持
つ

地
域
と
北
東
部
の
中
山
間
地
に

所
在
す
る
農
地
を
持
つ
地
域
と

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
私
の
担
当

地
域
は
常
盤
の
西
山
地
区
で
す

が
、
山
際
で
は
、
遊
休
農
地
に

な
り
か
け
て
い
る
農
地
が
何
箇

所
か
見
ら
れ
、
地
権
者
に
対
し
、

保
全
管
理
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
後
継
者
対
策
お
よ
び
借
受

者
の
新
規
開
拓
対
応
の
協
議
等

に
努
め
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
農
地
の
利
用

の
状
況
に
つ
い
て
の
結
果
を
総

会
等
で
報
告
、
協
議
を
行
い
、

主
た
る
業
務
で
あ
る
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
と
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
に
努
め
、
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
　
降
旗 

隆
男

パ
ト
ロ
ー
ル

農
地

農
業
振
興
部
会
部
会
長
　
伊
藤 

宏
昭

「
信
州
あ
ず
み
野
特
選
栗
」の
成
長
と
今
後
を
見
つ
め
て
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
な
大

町
市
農
業
委
員
会
の
組
織
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
手
続
き
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
の
任
期
も

来
年
４
月
ま
で
と
な
り
、
残
り

の
任
期
を
農
業
委
員
会
の
担
う

役
割
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
担
当
地
区
の
農
業
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
今
回
取
材
や
編
集
に

対
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。「

農
委
だ
よ
り
」
編
集
委
員

農業委員会等に関する法律
（農業委員会法）の改正について

農業協同組合法等の一部を改正する等の法律案が平成 27 年８月 28 日に
成立し、同年９月４日に公布されたことに伴い、農業委員会等に関する法
律（昭和 26 年法律第 88 号）が改正され、平成 28 年４月１日から施行さ
れました。

主な改正内容は次のとおりです。

■ 農業委員会の役割の重点化
従来の農地法に基づく権利移動等についての許可業務に加え、「農地等の利用の最適化の
推進」として、担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規
農業参入の促進などに取り組んでいくことが義務づけられました。

■ 農業委員の選出方法の変更
これまでの選挙と農業協同組合などの団体推薦による選任方法を改め、市長が市議会の
同意を得て任命する方法に改められました。また、改正に伴い農業委員の定数も変更され
ます。

■ 農地利用最適化推進委員の新設
農業委員とは別に、各地域において農地等の利用の最適化の推進のため、現場活動を主
体に行う農地利用最適化推進委員を農業委員会が委嘱することになりました。

■ 経過措置
改正法は、既に平成 28 年４月から施行されていますが、現在の当市の農業委員は、平成
30 年４月８日の任期まで業務を行い、任期満了日の翌日、平成 30 年４月９日から新しい
体制へ移行します。

今後、新制度への移行に向けて、委員定数や具体的な選任方法などについて決まり次第、市
ホームページおよび市広報誌でお知らせいたします。
なお、委員の選出方法が変更になったため、これまで行っていた農業委員選挙の選挙人名簿
の申請は不要となりました。

編

集

後

記


